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珠洲市まちづくり総合指針（2025～2029年） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力ある最先端の珠洲市を目指して 

次の世代に引き継ぐことのできる持続可能なまちづくり 

まちづくりのコンセプト 

【古から受け継がれてきた里山里海の再生】 
  
●伝統的農林漁法 ●多様な生物資源 ●優れた里山景観 ●文化・祭礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学と連携した人材育成】 
 
●マイスター   ●能登学舎 

●先駆的な技術   ●学生インターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【GIAHS・ＳＤＧｓ未来都市】 
  
●里山里海の保全  ●トキの放鳥、引退競走馬 

●能登ＳＤＧｓラボ ●ゼロカーボンシティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【奥能登国際芸術祭】 
  
●最先端のアート ●交流人口 

●関係人口    ●魅力の再発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興への光 

災害による人口減
少を克服し、人口
の安定化を図る 
 
 
●市域の持続的管理

及び集落の持続性 
 
●同一世代の人口を

一定規模にする 
 
●世代間の支えあい

を可能とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの５年間を考えるポイント 

●より強靭で安全な新たな地域づくり →方針１・２・５ 
インフラの早期復旧、強靭化を進めるとともに、先駆的な技

術を活かし最先端の復興を目指す。暮らし、コミュニティ、

医療・福祉サービスの再建・強化を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●より生産性の高い生業（なりわい）づくり →方針３・５ 
農林水産業を核とする生業（なりわい）の再建に合わせ、先

端技術の活用等による生産性の向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧・復興の方向性 

●魅力ある地域の再生 →方針４ 
アートや先駆的な技術を取り入れた地域づくりを推進し、

交流人口・関係人口の拡大を図り、定住人口につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．危機管理体制の検証と充実 

・危機管理体制の検証、地域防災力の充実、災

害記録の整備、防災教育、防災ＤＸの推進 

１．市民生活を支える公共施設の強靭化 

・道路、上下水道、河川、海岸、砂防、農林水

産施設、公園・緑地等の復旧・強靭化 

まちづくり総合指針 各方針の概要 

 

暮らしとコミュニティの再建 

２．災害に強い地域づくりの推進 

・生活用水、地域防災力、分散型再エネ 

方針２       自然と文化を活かし、これまでの 

取り組みを発展させた魅力ある地域の再生 

 

方針４ DXの推進による 

「つながる社会」の実現 

 
農林水産業を核とするなりわいの再建、

先端技術の活用等による生産性の向上 

災害公営住宅整備とともにコミュニテ

ィ施設、学びの環境、生活サービスを充実 

ＤＸの推進により方針１～４の各施策

を効率的、効果的に実現 

インフラの復旧・強靭化を進め、先駆的な

技術を生かし最先端の復興を実現 

 

 

より強靭で安全な、災害に強いまちづくり 

方針５  

生産性の向上を図るなりわいの再建 

方針１ 方針３ 

方針１（関連性の高い施策） 

１．市民生活を支える公共施設の強靭化 

３．危機管理体制の検証と充実 

４．情報通信基盤の強靭化 

５．スマート生活の実現 

本市を襲った大災害 
  

令和６年 
能登半島地震 

 

令和６年 
奥能登豪雨 

 

令和５年 
奥能登地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．情報通信基盤の強靭化 

・無線通信サービス、災害時の情報通信手段の

確保 

５．スマート生活の実現 

・マイナンバーカード、ＳＮＳの活用、デジタ

ルサービスの認知向上 

６．地域公共交通の再建 

・持続可能な地域公共交通のあり方 

７．公民館を拠点とする地域力の再建 

・公民館活動の推進 

５．医療・福祉・介護予防の再構築 

・福祉事業の提供体制、孤独・孤立対策 

３．子育て支援の更なる充実 

・子育て環境、周産期医療、保育施設 

４．学びの環境の再建 

・学校施設等の復旧、魅力ある教育の推進 

２．祭りの再開支援、文化財の再建 

・祭り用具、文化財の再建 

１．暮らしと住まいの再建 

・災害公営住宅整備、10 地区の復興プラン 

６．新しい事業の創出 

・地域資源を活かした起業の促進、企業誘致 

４．商店街・市街地の再建 

・まちづくり支援、賑わい創出支援 

２．農林水産業の再生 

・被災施設の早期復旧・強靭化、農林水産業の

再構築、スマート農業・スマート水産業 

３．地場産業、伝統工芸品産業の再建 

・地場産業の早期復旧・強靭化、珠洲焼の再建 

５．観光産業の再建 

・観光施設のあり方、新たな魅力づくり、教育

旅行、インバウンド、ＤＸの活用 

１．被災した事業所等の早期復旧・再建支援 

・各種支援制度の活用支援 

３．大学連携による人材育成事業 

・金沢大学サテライト機能強化、大学連携 

１．移住・定住の促進 

・相談窓口の機能強化、住みやすい居住環境、

多様な働き方の支援 

２．芸術（アート）を活用した魅力づくり 

・奥能登国際芸術祭、各種ツーリズムの推進 

５．ＳＤＧｓの推進 

・地域循環共生圏、ＳＤＧｓラボの活用 

４．世界農業遺産など「珠洲ブランド」の

価値向上 

・ＧＩＡＨＳに認定された里山里海、トキ放

鳥、オーガニックビレッジ構想、引退競争馬

の活用、伝統文化・祭礼・伝統産業の継承 

大学と連携した人材育成、ＧＩＡＨＳ、

ＳＤＧｓ未来都市、奥能登国際芸術祭 

方針２（関連性の高い施策） 

４．学びの環境の再建 

５．医療・福祉・介護予防の再構築 

６．地域公共交通の再建 

方針３（関連性の高い施策） 

２．農林水産業の再生 

５．観光産業の再建 

方針４（関連性の高い施策） 

１．移住・定住の促進 


